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調査目的
看護教員の養成やキャリアアップ、離職などから、現任看護教員

の課題を明らかにする

調査方法
 調査対象；全国の看護教育機関 1,054校

（回収率60.7％、有効回答率９７％）

 調査法；無記名質問紙調査法

 調査項目

・養成関連（教員養成講習会の受講状況）

・経験年数と定着

・臨床現場との連携

・看護教員の資質向上策

 調査期間 2009．７～９ １



教育課程別協力校（627校）の内訳

教育課程 協力校数 比率（％）

大 学 ５５ 8.8
短期大学 １０ 1.6
3年課程 ２９８ 47.5
2年課程 ９１ 14.5

2年通信制 ６ 1
5年一貫校 ３１ 4.9

准看護師養成 １２４ 19.8
高等学校衛生看護 １２ 1.9

計 627            100 ２



3年課程（２９８校）の専任教員について
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3年課程（２９８校）の専任教員について
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教育課程別の経験年数の比較
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教育課程別の離職者総数の推移
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教育課程別平均離職者数の推移

0.7
10.9 1

1.5

2.1

1.4

2.6

4

2.4

2.9

3.4

3.9

0.5
0.6 0.8

0.9

0.5

0.7

4.1

0

0.5

1

1.5

2

2.5

3

3.5

4

4.5

Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８ Ｈ１９ Ｈ２０

2年課程

3年課程

短大

大学

７



離職の理由
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看護教員に求められる能力

９



看護教員に対する資質向上策の現状
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調査結果からみた看護教員の現状

教員経験年数は、5年以内の者が3割を占め
ている

経験年数10年以上の教員が異動している

離職率が上昇傾向にある

資質向上のための取り組みとしては、FDや研
修会が中心である

１１
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